平成２２年度第２回広島市青少年と電子メディアに関する審議会
１　開催日時　　　平成２３年１月３１日（月）午前１０時００分から午前１１時００分
２　開催場所　　　北庁舎（中区役所）３階第４会議室
３　出席者
⑴　委員（５０音順）１２名中８名
岩崎委員、打越委員、越智委員、梶原委員、桑本委員、下田委員、平田委員、松田委員
（欠席：石田委員、小田委員、河野委員、末本委員、）
⑵　事務局（市）
教育長、青少年育成部長、育成課長、育成課職員
４　公開・非公開の別
公開
５　傍聴人
無し
６　会議次第
⑴　開会
⑵　議題

ア　諮問について
イ　フィルタリング検討部会の設置及び委員構成について
ウ　「保護者のためのフィルタリング研究会　報告書」について
エ　その他

　　　(ｱ)　「携帯電話の利用状況等に関する保護者アンケート（平成２２年(2010年)７月）」の集計結果

(ｲ)　「平成２２年度ノー電子メディアデー推進事業『家族でチャレンジ　メディア　コントロール』のアンケート」の集計結果

⑶　その他

７　議事録
別添のとおり
■　開会
事務局
ただいまより、平成２２年度第１回広島市青少年と電子メディアに関する審議会を開催する。最初に教育長から挨拶を述べさせていただく。

教育長

　（挨拶）

事務局

本日は、委員総員１２名のうち８人の出席となっている。過半数に達しているので、「青少年と電子メディアとの健全な関係づくりに関する条例施行規則第９条」の規定により、審議会は成立したことを報告する。
新しい審議会委員は「桑本一恵」委員、「梶原好美」委員、「打越勲」委員、「岩崎真理」委員である。
（配布資料についての説明）
　では、ここからの議事は、越智会長にお願いする。
■議題１　諮問について
越智会長
　（審議会の公開に関する説明）
新しく４名の委員の方が加わっていただいたことで、活発な意見交換の場にしていただきたい。　

議題１は「諮問について」である。
　事務局から説明をお願いする。
事務局

　（説明）

越智会長

今の説明に対して質問等があれば、言っていただきたい。

（質問等無し）
以前から懸案になっていたフィルタリングの基準に関する見直しについて、条例の制定から３年の時間が過ぎようとしているので必要なものがあれば加え、不必要なものに対しては削除等をしなければならないのではないか。少なくとも、基準の見直しだけはやっておかなければならない。
　これに関わり、議題２に移る。
■議題２　フィルタリング検討部会の設置及び委員構成について
越智会長

　この諮問を受けて、審議会でフィルタリングの項目について審議してもよいのであるが、フィルタリングに関しては専門的な知識が必要となるので、別途に検討部会を設けたいと考えている。
　今後の進め方であるが、平成２２年３月２４日の審議会で確認したように「フィルタリング検討部会を設置し、フィルタリング機能に係る基準の見直し等について検討をした結果を審議会に報告し、その後、審議会で審議し、市長へ答申する。」として、先ほどの諮問の課題に答えたいと考える。フィルタリング検討部会を設置することについて何か考えや質問等があれば、お願いしたい。
　審議会全員で審議しなければならないという考えもあるかもしれない。気にかかること、質問や確認しておきたいことがあれば、御意見を伺いたい。
（意見無し）

それでは、フィルタリング検討部会を設置し、フィルタリングの基準の見直しを検討し、部会の検討結果を審議会に報告する。それをもとに審議会で審議し、一定の結論を得て、それをもとに市長へ答申・報告をする、という段取りにする。

部会委員の構成であるが、条例の施行規則第１０条第２項に「部会に属すべき委員及び専門委員は、会長が指名する。」という規定がある。事務局とも相談し、次のような委員構成にしたいと考える。たくさんの方で議論すると、たたき台もつくれない可能性もあるので、なるべく専門的な知識をもった方になっていただこうという趣旨で、３名を選んだ。

一人目は、下田委員。下田委員は子どもたちのインターネット・携帯電話の利用問題及び学校裏サイト問題の解決等に取り組み、本市電子メデイア・インストラクター養成講座の講師でもある。フィルタリングにも詳しいこともあり、下田委員を選ばせていただいた。

もう一人は松田委員である。松田委員は、広島市情報政策アドバイザリー・ボード委員等を務めるとともに、さらには、ＩＣＴ講習会の講師、町内会のホームページ運営など、ＩＣＴを活用した地域活動を積極的に行う情報処理の専門家なので、松田委員にも加わっていただきたい。
私がそこに加わって、３名でたたき台を作り、必要に応じて、専門家やここにいる審議会委員にもオブザーバーで入っていただく。さらには、携帯電話事業者など、直接携帯電話等にかかわる方にもオブザーバーとして入っていただくこともあると考えている。

以上の３名で、決めさせていただきたい。この人選について何か御意見があれば、伺いたい。

（「異議なし」の声）
では、この３名の構成によって本審議会にフィルタリング検討部会を設置する。
下田委員

委員の指名を受け、大変光栄である。日本のフィルタリング業界が、総力をあげて作った委員会「保護者のためのフィルタリング委員会」の座長も、病気で最後まで務めることができなかった。お茶の水大学の坂元先生に代理をお願いして、ようやくまとめることができた。報告内容はとてもよいものができたと自負している。
今、指名を受けて、できる限り力を尽くしたいと思っているが、医者からは仕事をするなと、止められている。健康上の問題があり、委員を引き受けることで迷惑をかけることが懸念される。その場合は、メールで意見交換するとか、資料を提供するなどをしたい。埼玉に住んでいるが、飛行機の使用ができない。その点も御留意いただけるのなら、引き受けたい。
越智会長

加わっていただきたい。健康上の問題は、配慮させていただく。３名なのでフットワークが軽くなる。松田委員もネットワークのプロなので、ネットの中である程度やって、会合を開きたい。
　部会は、３名で出発する。状況に応じて他の方に委員になっていただくこともある。必要に応じてオブザーバーやゲストの力を借りて仕事を進めていきたい。二人の委員の方にはよろしくお願いしたい。
平田委員

　３名で部会を開催し、必要に応じてオブザーバーを招くということなのか。
越智委員

第１回の部会を審議会の後に開催する予定である。その部会で、どのように部会を運営していくかということについて、話し合う予定である。オブザーバーの扱いについても検討予定である。審議会委員の出席についても、考えることができる。

平田委員
　行ける時には行って話を聞きたいので、審議会委員に対しては、配慮をしてほしい。

事務局

部会の審議状況は、逐一審議会委員へ御報告させていただく。
越智委員

平田委員が部会を見たいと言われたが、そのことも部会で検討させていただく。御希望通りになると思う。
　他に御質問等ないか。御確認事項はないか。
（質問無し）

それでは、議題３へ移る。
■議題３　「保護者のためのフィルタリング研究会　報告書」について

越智委員

議題３は「保護者のためのフィルタリング研究会　報告書」である。先ほど、話題にのぼった報告書について説明をしていただくということで、下田先生にお願いする。
下田委員
手元に資料として最終報告がいっていると思うが、要点だけをかいつまんで申し上げる。
　まず、委員会名を「保護者のための」と、わざわざ「保護者」をつけた理由から話をしたい。
韓国もさることながら、アメリカもイギリスもどの国もインターネット時代の子どもの教育について、早い段階で検討しているが、日本は遅れている。しかし、ようやく立ち上がった。国もインターネット環境整備法を作った。良質のフィルタリングを１００％普及させるのが、法律の狙いだ。

そもそもインターネットという成人向けのメディアを子どもに使わせるにあたって、アメリカでは、当初から国民的議論をしてきたが、日本は、それができていない。特に日本は、パソコンからではなく、携帯から子どものネット利用が始まったということで、世界的にも稀有な例である。これは、悪い方の危ない例であると、あえて申し上げる。早急に携帯のいいフィルタリングのサービスを作って１００％普及を目指したいという趣旨で、国民的議論が無いままに早急に法律ができあがっている。保護者抜きで、一部の業界と関係省庁とでフィルタリングポリシーを作ってしまっていることが問題であることを初めて指摘した報告となっている。

保護者を悪者にしようという傾向がある。保護者がフィルタリングについて原理を知らないし、認識が足りないから普及しない。フィルタリングが普及しないから、子どものネットトラブルや犯罪が、警察も手に負えない状況になっている、という報道や世論がある。警察関係でさえ言い始めている。そこをなんとか正常な状態にもどしたい、原点から考えていきたいというのが、報告書の願いである。
そのため、業界のためのフィルタリングサービスやポリシーではだめである、という意味で「保護者のため」と付けた。
要点の１つは、もはやパソコンや携帯のフィルタリングではないということだ。スマートフォンとゲーム機である。この両方のフィルタリングサービスの質と普及方法について、早急に手を打たなければならない。
いつでもどこでもインターネットができるモバイルターミナルが携帯型になればなるほど、問題は複雑化する。だから携帯電話ではなく、もはやゲーム機とスマートフォンの時代になった。
ゲーム機のフィルタリングの普及率は極めて低いということがわかった。スマートフォンのフィルタリングの利用については、全く不明である。スマートフォンは、リプレイスする子どもたちのモバイル携帯端末になっているにもかかわらず、フィルタリングの対策は、後追いになっている。

インターネットターミナルごとにフィルタリングサービスの在り方を考えなければならない。

パソコンが一番フィルタリングの技術の適応経験が長い。それにも関わらず、フィルタリングの利用率が過半数にも及んでいない。携帯に関しても１０年言い続けているが、内容はよくならない。その上、スマートフォンが急速に台頭している。これらに対して、先に手を打たなければならない。
インターネットというのは、成人向きメディアであり、子どもに好き勝手に使わせてはいけないという、世界的な常識がある。いくら表現の自由といっても、子どもに猥褻な情報を見せてよいという国はどこを探してもない。インターネット時代に、子どもと大人を分離しながら子どもを守り育て、一人前にするにはどうしていけばよいか、ということを現在、模索している。
インターネット型のターミナルとしてスマートフォンが急速に台頭しているにも関わらず、スマートフォンのフィルタリングの環境ができていない。そういう点を強調しておいた。そこは、広島市にも、注目していただきたい。

スマートフォンはシェアを伸ばしながら普及しているが、それよりも広がっているのがゲーム機であり、そのフィルタリングが問題である。ゲーム機でも、フィルタリング無しで自由に有害情報を入手することができるので、これに改めてフィルタリングをつけることは、大きな問題である。保護者にもゲーム機の機能についてはあまり知られていない。携帯への対策の時代は、終わったのだということを明記しておいた。

もう１つの要点は、保護者を悪者にしてはいけないということである。保護者が、フィルタリングがわかっていないから普及率は低いという考えは、絶対にしてはいけない。それをしたら、日本のフィルタリングは良くならないし、普及も進まないだろう。警察関係者も、総務省関係者も、携帯電話協会もゲームコンテンツ販売業者もすべてが、声なき声としての保護者を悪者にすれば、当面の言い逃れができてしまう。そういう安易な風潮を作ったら、日本は行き詰まることを、私は主張する。「はじめに」の部分に座長の言葉を書いたが、そこに私の思いを全部書き込んでいるので、読んでほしい。
さて、対策だが、携帯のフィルタリングは、内容的には良いとはいえない。それは、ブラックリスト方式をスタンダードにしてしまったからである。本当はホワイトリスト方式がよいのであるが、色々な経緯からブラックリスト方式がスタンダードになった。ＥＭＡという組織ができ、ブラックリスト方式に穴があいてしまった。その穴から「非出会い系サイト」という妙なサイトの普及が始まった。出会い系サイトよりも非出会い系サイトによる利用で、子どもが犯罪被害に遭うようになってしまった。この問題も今まではっきり指摘されていなかったが、今回の報告書で指摘した。現在、携帯電話会社が標準装備として契約時に勧めているフィルタリングのタイプについては、再考を要する、ホワイトリスト方式のスタンダード化を再検討して欲しいと。
フィルタリングのサービスの在り方についてであるが、保護者が知らないという前に、携帯電話事業者やコンテンツ業界が、フィルタリング抜きで売り出したことが問題であったことを明記した。それを指摘したうえで、フィルタリングは万能ではないことも、初めて明記した。
フィルタリングは、有害情報から子どもを守る道具であるが、これは、万能ではないことを知っていただかないといけない。ましてや、抜け穴があるフィルタリングの普及率をあげても意味が無い。実質の対策には、ならない。
最終的には賢い保護者、つまりペアレンタルコントロール教育が、市民教育として必要である。広島市から依頼されて行っている市民教育の中心は、親が自分自身の能力を上げることである。ペアレンタルコントロールを、プログラムの中心に組み立て、それを理解している市民を徐々に増やしている。国も業界も行政も、携帯電話のサービスに対してフィルタリングの技術が追い付いていない中、完璧な技術開発を目指したとしてもフィルタリングは万能ではない。最後に頼りになるのは賢い保護者である。それだけに市民インストラクター講座が重要であり、広島市はそのことに対して、先進的に動いている。国としても社会教育プログラムを普及させることが大切であることを明記しておいた。
パソコン、携帯電話、スマートフォン、ゲーム機など、現在、多様化しているインターネットターミナルに対して、フィルタリングサービスの体制が整っていない。今後もっと多様なインターネットターミナルが子どもの手に渡ることを考えれば、対応できない。最終的には、保護者がどう子どもを守るかということである。ペアレンタルコントロールというのは、子どものインターネット利用に係る親の仕事であり、監督責任である。このペアレンタルコントロール能力を、報告書で初めて公に全面に出した。
多様化していく子どものインターネット利用は、一見すると、ゲームをしていたり音楽を聴いていたりしているように見えるかもしれない。けれども、ゲーム機や音楽プレイヤーの接続先はインターネットである。このようにインターネットの環境は、どんどんと変化している。最終的には買い与える保護者に理解していただくしかない。
売る立場としても、子どもは音楽プレイヤーだと言っているかもしれないが、「本当はインターネットの端末機である。」と言わなければならない。そして、「新たにフィルタリング技術を開発したので、ぜひ利用してください。」というように、新しいネット遊び商品を出す度に、きちんとした情報開示・消費者教育を前提にしなければいけない、ということをトーンとして打ち出した。
広島市でフィルタリングについて検討する際、市民教育を重視し、フィルタリング技術を選べる市民を養成するのが基本になると考える。

越智会長

本書では、本質をついた議論がされているので、是非、審議会委員の皆さんには読んでいただきたい。
インターネット環境整備法も同じであるが、ケータイとパソコンの２つのメディアが念頭にある。しかし、今後は、ゲーム機、更にはスマートフォンが、重要なメディアになるのではないか、いや、実際になっている、という説明と、ペアレンタルコントロール、つまり保護者の問題を常に反映しておかなければならないということに焦点化した説明だった。
何か、質問があったらお願いしたい。確認しなければならないことはないか。

私から1つ確認したい。これは、1月に発表されたが、この報告書と国との関わりはどうなのか。
下田委員

国との関係といえば、総務省にはオブザーバーで参加していただいていたので、関係はよくわかっていると思う。この報告書をもとに国がどうのこうのということはない。しかし、インターネット環境整備法の見直しには活用されるだろう。国会議員や、県会議員からの問い合わせはある。

越智会長

国立教育研究所のメンバーが加わっている。
下田委員

委員の中に保護者が入っているということを強調したい。群馬県の市民インストラクターに参加していただき、大きな仕事をしていただいた。
越智会長

これについては、フィルタリング検討部会でも検討したい。
それでは、４番目の議題にうつる。

■議題４　その他　ア　「携帯電話の利用状況等に関する保護者アンケート（平成２２年（2010年）7月）」の集計結果

越智会長
携帯電話の利用状況等に関する保護者アンケートの集計結果について、事務局から説明をお願いしたい。

事務局

（説明）

越智会長

　さらに説明していただきたいことはあるか。
今回のアンケート調査の特徴は何か。
事務局

フィルタリングの利用については、全国平均を上回るものがあることを確認した。調査結果から、条例施行以前から携帯を使用していた高校３年生は９割以上であった。この生徒は、携帯電話を購入する時に説明を受けていないことがわかった。
越智会長

　今後もこの調査を続け、広島市のフィルタリングの取組についての判断の目安にしたい。その都度、報告をお願いしたい。

事務局

　下田先生から指摘のあったスマートフォンとゲーム機については、今後の調査項目に盛り込みたい。

越智会長

新しい調査項目に付け加えておいてほしい。

■議題４　その他　イ　「平成２２年度ノー電子メディアデー推進事業『家族でチャレンジ　メディア　コントロール』のアンケート」の集計結果
越智会長

平成２２年度の事業であるノー電子メディアデー推進事業『家族でチャレンジ　メディア　コントロール』のアンケート」の集計結果について説明をお願いしたい。

事務局

（説明）

越智会長

　これも毎年行っている事業である。このたびの結果は、例年と同じであるか？
事務局

参加者数が１９，０００人を超えた。特に、私立の幼稚園から約３，０００名の参加があった。
越智会長
　何か意見はないか。

　では、皆さんから一言ずつお願いしたい。
岩崎委員

　ノーテレビデーから始まり、学校として参加を呼び掛けているが、今回、方法が変わり、参加しやすくなったと感じている。職員もやってみようということで、今年は参加させていただいた。やはり電子メディアを意識をすることが、家族にとっても職員にとっても大切なことである。

　湯来中は、山間部の学校であり、携帯電話は縁がない環境であると思っていたが、小学校の時から持たせている家庭もある。
高校の入学式のとき、携帯を持っている子どもたちの目が輝いており、携帯を見せびらかしに来る。中３の段階で、保護者も含めていろいろと勉強もしているが、中学に入学してからすぐに取り組むのがよいかもしれない。
　

打越委員
　３年前、条例を作る委員として参加した。いろいろなことがあり、条例を作るのは大変だった。中でも、電子メディアに関しては、大人が遅れて子どもが進んでいるのが悩みだった。

保護者のためのフィルタリング研究会の話ではないが、賢い保護者が増えないといけないと考えている。

私たちの団体（広島市青少年健全育成連絡協議会）のメンバーも高齢化しているので、おじいちゃんおばあちゃんが、しゃんとして孫を守ることをお願いしている。躾がきちんとしていれば、こういうことも守られるのではないかとも考えている。

梶原委員

子どもが高校に通っており、昨年、今年と２年間高等学校のＰＴＡ会長を務めている。昨年、広島県ＰＴＡ連合会の県大会を広島地区で担当した。そこでケータイ出前講座を行ったが、保護者の方から「こんなことだったのか」等の驚きの声をたくさんいただいた。私自身も大きなスクリーンに目を覆うような画像が表示され、驚いた。多くの方が現実を目の当たりにして、考えていかなければならない大きな問題だと改めて思われた。下田先生の言われた「保護者のための教育」がまだまだ十分ではないし、今後、やっていかなければならないと思う。

子どもが高３であり、携帯電話にフィルタリングを設定して渡したが、「とってくれ」と懇願され、約束をして、信じて、フィルタリングをとった。子どもは部活で毎日忙しくしているので、部活のように打ち込める何かがあれば、充実した何かがあれば、恐らく携帯電話を始終見ているようなことにはならないのではないか。子どもたちに何か打ち込めるものを、と考えている。

桑本委員
保護者代表として、保護者がしっかりと勉強していかないといけない、ということを実感した。我が家でも、フィルタリングをつけて携帯電話を渡している。最近、スマートフォンが友達との話題になっているようだ。子どもたちの情報は早い。その子どもたちより一歩前を行くように、保護者も勉強していかなければならないと思う。周囲の保護者にも伝えたいと思う。
平田委員
ＰＴＡや学校の方から、保護者や子どもの意見を言っていただければと思う。是非、皆さんの生の声を聞かせていただきたい。自宅では、子どもの前で、できるだけテレビや携帯電話の操作をしないようにしている。子どもが大きくなったら悩みも増えると思う。
松田委員

　スマートフォンやゲーム機は、今後大きな問題になると考えるし、ペアレンタルコントロールも必要だと考えている。

携帯電話は、法律で一括にコントロールすることが難しくはないが、スマートフォンやゲーム機になると、ペアレンタルコントロール、つまり保護者の意識が高まらないと難しい。
最近は、幼児をあやすためにiPhoneを使っている事例がある。こういった電子メディアを生まれた時から使っている時代になったので、ペアレンタルコントロールについては、急ぐことだと思う。
越智会長

　これで予定していた議題は終了である。
事務局

これで審議会を終了する。部会委員の方は、引き続き部会に参加をお願いしたい。















